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８．⽊くず・林地残材・未利⽤間伐材等
２．⾷品廃棄物（⼯場等） ９．家畜ふん尿

10．稲わら・もみ殻・⻨わら等
11．焼却灰
12．下⽔汚泥

６．家電（⼩型家電、液晶パネル等） 13．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１．広域化
２．統合管理
３．⼀体的処理
４．地域資源活⽤
５．新規ビジネス
６．⼈のつながり

循環資源の活⽤による地域活性化に向けて〜地域循環圏形成推進のための研修〜
【地域活性化に向けて実施できそうな取組検討】

所属

⽒名

Q1　ご⾃⾝の地域で活⽤できそうな循環資源※をお選びください。
　　※地域内で処理が課題となっている循環資源は活⽤できるものになりえます。

１．⽣ごみ（⽣活系、事業系）・廃⾷⽤油

３．紙類
４．ガラス類
５．プラスチック類

７．⾐類

Q2　Q1を活⽤したどのような地域循環圏の形成に興味がありますか。

Q3　上記を踏まえ、地域循環圏の形成にあたって課題に感じていることをできるだけ多く挙げてください。
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Q4　地域での実施できそうな地域循環圏の構築イメージをご記⼊ください。

地域循環圏の構築イメージ（例）

【現状】 【将来】

⽣ごみ

焼却処理

⽣ごみ

メタン発酵処理

液肥利⽤

＜課題＞
・ 地域内でどのように集めるか

・ 地域内で活⽤しきれない分
の液肥をどうするか

＜解決策＞
・ 周辺⾃治体と広域連携し、
⽣ごみの収集体制と液肥
利⽤体制を構築する


